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新 財 発 第 ２ ９ ６ 号

平成３０年１０月１日

教 育 長

各部（局・室）長 様

会 計 管 理 者

新座市長 並 木 傑

平成３１年度予算編成方針について（通知）

平成３１年度の予算については、下記により編成することとしたので、新座市

予算規則第５条第１項の規定に基づき通知します。

記

【１ 経済状況と国の動向】

我が国の経済については、月例経済報告（平成３０年９月）によれば、「景

気は、緩やかに回復しており、先行きについては、雇用・所得環境の改善が続

くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待される」

とされながらも、「通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不

確実性、金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。また、相次いでい

る自然災害の経済に与える影響に十分留意する必要がある」とされている。

このような状況で、国では、過日行われた自民党総裁選挙で再選を果たした

安倍首相の下、引き続き経済再生と財政健全化を同時に実現していくため、

「経済財政運営と改革の基本方針 2018」（平成３０年６月１５日閣議決定）

を踏まえ、幼児教育無償化など人材への投資としての人づくり革命やＡＩ、ロ

ボットなどの技術革新による生産性革命、一億総活躍社会の実現のための働き

方改革などの取組を進めるとともに、「経済再生なくして財政健全化なし」の

基本方針を堅持し、引き続きデフレ脱却・経済再生、歳出改革、歳入改革の３

つの改革を加速・拡大していくこととしている。また、平成３１年度について

は、人づくり革命の安定財源を確保するために、１０月からの消費税率１０％

への引上げも予定されており、今後の国の動向や景気の状況に対しては、特に

注視していく必要がある。
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【２ 新座市の財政状況】

平成２９年度の決算を財政指標で見ると、財政構造の弾力性の度合を判断す

る指標である経常収支比率については、前年度比０．５ポイント減の

９４．７％となっているものの、平成２６年度以降、９５％前後の高い数値が

続いていることは、財政構造が極めて硬直化した状況であることに変わりがな

いことを示している。このまま改善していかない場合には、社会保障関係経費

や人件費といった経常的な経費を市税などの経常的な収入で補うことができな

いといった事態にもなりかねない状況である。

市税収入については、平成２９年度決算では、給与所得の増等による個人市

民税の増加や税率変更に伴う都市計画税の増加などにより、総額で前年度比

１．７％の増で、２年連続の増額となっており、国の経済政策に連動した明る

い兆しも見受けられるが、増額の傾向としても微増といった状況であり、増加

が見込まれる社会保障関係経費や老朽化する公共施設の維持補修費に係る経費

を補うだけの大きな伸びは見込めず、平成３１年度についても厳しい状況が続

く見込みである。

こうした厳しい財政状況の中、平成２９年度の実質単年度収支は、平成２８

年度から２年連続で黒字となったが、これは旧市役所第三庁舎跡地などの不用

土地の売払いを積極的に行って補てんしたことによるもので、実態としては赤

字の状況であったものである。近年、この赤字を財政調整基金の取崩しや不用

土地の売払いといった臨時的な収入により、何とかやりくりをしてきたところ

ではあるが、平成３０年度当初の財政調整基金の残高が約３億円しかないとい

う非常に危機的な状況となったことなどからも明らかなとおり、これら臨時的

な収入に頼った財政運営はもはや限界に達している状況である。今後、将来に

わたって市民生活の安心を確かなものにするためには、本市の財政を抜本的に

見直し、財政の健全化を図ることが急務である。

【３ 平成３１年度予算編成における基本方針】

前述のとおり、大変厳しい財政状況の中、過日、経常収支比率の改善及び財

政調整基金の積増しを目標として定める「新座市財政健全化方針」を策定し、

事業の内容変更や存続、廃止等を検討することとしたところである。

このような中で、本市が進むべき将来像として「住んでみたい ずっと住み

続けたい 魅力ある快適みらい都市」の実現に向けて、定住人口の増加を目的

とし、平成３０年度中に策定するシティプロモーション方針に基づく事業につ

いては、積極的に展開していきたいと考えている。
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また、平成３１年度が開催１年前となる東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に向けて、更なる気運の醸成、オリンピック・パラリンピッ

ク教育の実施など、引き続きオリンピック・パラリンピックを契機とする本市

の更なる発展につながる取組について、市を挙げて進めていく必要がある。

これらの取組については、平成３１年度予算編成においてより具体化してい

くこととなるが、本市の将来を見据える中で、優先的に取り組む事業としてき

た都市高速鉄道１２号線延伸促進について引き続き取り組むとともに、新座駅

北口土地区画整理事業、大和田二・三丁目地区土地区画整理事業なども着実に

実施していかなければならない。

さらに、近年全国的にも多発している豪雨災害や震災などに対する防災基盤

の強化についても市民の皆様の安全・安心につながる取組として、引き続き計

画的に進めていかなければならない。

一方、借地（約３０万平方メートル）の相続等の発生に伴う買取りや自然災

害などの緊急の財政需要にも備えて、財政調整基金の確保も行わなければなら

ず、新規事業のみならず、既存事業についても厳しい取捨選択を行わなければ

ならない。

このため、平成３１年度については、市民需要の変化を的確に捉えた事業の

推進と財政の健全化を図ることを目指し、事業の取捨選択を行いながら、引き

続き「住んでみたい ずっと住み続けたい 魅力ある快適みらい都市」を実現

する予算を編成する。

なお、新座市財政健全化方針では、平成３１年度の財源不足を約６億円と見

込んでいる。この財政見通しは、財政調整基金からの繰り入れなども見込んだ

上で、他の歳入、歳出についても近年の決算額をベースに極めて実額に近い額

で見込んだものであることから、この６億円の財源不足額を埋めることは非常

に困難な作業となることが予想される。全職員が厳しい財政状況を踏まえて、

以下の取組をしっかりと認識し、予算編成に臨むこととする。

① 財政の健全化に向けた行財政改革の推進

不用土地の売払いなどの臨時的な財源によって様々な事業を維持・展開し

てきたこれまでの財政運営が限界に達していることを全職員が認識し、全て

の事業について、「市民需要」と「応能負担・応益負担」の観点から事務事

業の見直しを行うこと。

また、引き続き仕事の見直しプロジェクトによる５Ｓ（整理・整頓・清

掃・清潔・躾）、２Ｋ（改善・改革）の推進を始め、ＩＣＴの有効活用を積
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極的に進めるなど、業務の効率化に向けて、事務事業の取組方法を徹底して

見直すとともに、職員のワークライフバランスの実現の面からも超過勤務の

削減を実現すること。

② 戦略的な自治体経営の推進

厳しい財政状況から脱却し、財政の健全化を実現するため、後期基本計画

を始めとする各種行政計画に位置付けている事業については、特に２Ｋの視

点をもって、事業の内容変更や実施時期の見直し、緊急性・必要性や後年度

におけるランニングコスト等を踏まえた事業の取捨選択をすること。

一方、実施することとした事業についても、ムダ・ムリ・ムラをなくし、

適切な事業の推進を図ること。

③ 国の動向の把握と対応

現在進められている国の経済対策への取組や平成３１年度予算編成の動向

に注視し、財政面で有利な制度を積極的に活用するなど、的確な対応を図る

こと。

【４ 平成３１年度予算編成における重点事項】

前述の予算編成における基本方針を踏まえつつ、継続的に実施すべき事業に

ついては着実に推進することを前提とする。

その上で、以下の点については、重点的に各種関連事業を推進すること。

⑴ 定住人口を増やし、地域活力を活性化させるため、シティプロモーショ

ンを推進すること。

⑵ ２年後に控えた東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会

及び市制施行５０周年事業に向けた取組を推進すること。

⑶ 安心して子育てができる環境を整備するため、保育所の待機児童や放

課後児童保育室の狭あい化の解消、ココフレンドの充実等を中心とした

子育て支援施策の更なる推進を図ること。

⑷ 新しい学習指導要領に向けた準備を着実に進め、子どもたちがのびの

びと学習し成長できる教育環境の充実を図ること。

⑸ 新座市財政健全化方針を踏まえ、新規事業については厳選するととも

に、継続的に実施している事業についても仕事の見直しの視点から再検

証を行い、更なる業務の改善・効率化を図ること。


